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（３）日本に3発、戦艦大和の主砲弾 

種 別  戦争遺産 

所在地 ・中区三の丸１－７－３ 愛知県護国神社内 

交 通 ・地下鉄「市役所」から徒歩７分、地下鉄「丸の内」から徒歩 10 分 

１ はじめに―愛知県護国神社の概要 

明治２年（1869）、最後の尾張藩主、徳川

慶勝が、戊辰の役で戦死した藩士 25柱を、

昭和区川名山町に祀り「旌忠社」と名づけ

たのがはじまり。 

社名は、旌忠社→招魂社（明治８年・1875）

→官祭招魂社（明治 34 年・1901）→愛知県

護国神社（昭和 14 年・1939）→愛知神社→

愛知県護国神社（昭和 30年・1955）と変化

した。鎮座地は、昭和区川名山町→北区名

城公園（大正７年・1918）→現在地（昭和

10 年・1935）と変化した。              愛知県護国神社の位置 

 祭神は、戊辰の役以降第二次世界大戦で亡くなった、愛知県ゆかりの英霊９万３千余柱。

２ 境内にある慰霊碑などの概要 

 古いものとしては、哀些忠勇戦死碑（戊辰

の役）、西南之役碑（歩兵第６連隊）、日清戦

役碑、日露戦役碑（第３師団）がある。 

第二次世界大戦のものとしては、戦艦大和

記念碑、パラオ海軍部隊慰霊碑、海軍予備学

生慰霊碑、殉職勇士彰忠碑（輜重兵
しちょうへい

第３大隊）、

やすらぎの碑（独立輜重兵第 51大隊）、やま

ぶきの碑（山砲第 38連隊）、満州鞍山独立守

備隊第２中隊慰霊碑、陸軍少年飛行兵慰霊碑、 

愛知県護国神社入口        満州開拓義勇軍慰霊碑、歩兵第 228 連隊、

同大隊慰霊碑、満州 303 慰霊碑、独立野砲兵第 11・２連隊慰霊碑、丹心の碑（独立野砲兵

14 大隊）、心の塔（第 31師団衛生隊）、献身の碑（傷痍
しょうい

軍人、同妻）、献水像、阿由知の桜

碑（満州 2603 部隊）、輜重兵第３連隊碑がある。 

そのほか、殉職警察官之碑、殉職消防員之碑、ニッポン号世界一周大飛行碑がある。 

３ 戦艦大和記念碑の概要 

戦後、戦艦大和の生存者で、昭和 29 年（1954）に「東海地区大和会」が結成された。戦

死した戦友や上官たちへのおもいを、生きて帰れた者たちが、遺族や遺児の育英資金など 

愛知県護国神社 

地下鉄・市役所 

地下鉄・丸の内 
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があると看板や広告が見えにくい」、「落ち葉の掃除が大変」などの短絡的な苦情もあるか

もしれないが、百年の計、いや２百年の計を考えれば屁でもない。 

４－４ 提言４ 

今回研究を進めて見たところ、本来ならば大事に保存すべき建築物、構造物、文献、民

俗資料、記念物など(例えば主税町にあった武田吾一設計の文化集合住宅群や)が、ビル建

築のあおりを食って取り壊されたり、あるいは売却されたりゴミとして捨てられたりして

なくなりつつある。 

既存の名所・旧跡あるいは施設の中でも残したいもの、残すべきもの、現在は歴史的価

値とかが小さくても、将来の名所、名物になるべきものを調査研究して保存するような手

段を講じたい。 

特に民俗資料や文献、産業遺産類などほっておけば消えていってしまうものは、とりあ

えず保管、保存、分類して将来に備えるべきではなかろうか。 

そのために、大きな倉庫(例えば使われなくなった学校の校舎、新幹線や高速道路下など)

に保存、保管してゆきたい。もちろん人手も必要ではあるが、ボランティアが有効に機能

する分野でもあり、これならばそんなに費用もかからずに将来に備えることが出来るので

はないか！ 
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